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だ
施
策
を
検
討
し
、
施
行
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
漓
交
通

ル
ー
ル
、
安
全
指
導
等
の
現

状
は
ど
う
か
。
滷
今
後
、
目

に
余
る
違
反
者
等
に
対
す
る

注
意
、
指
導
等
、
強
化
の
考

え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長

漓
現
在
、

学
校
を
中
心

に
交
通
安
全

教
室
を
実
施

す
る
と
と
も

に
、
広
報
や

ビ
ラ
に
よ
る

啓
発
活
動
を

行
っ
て
い

る
。
滷
現
在

行
っ
て
い
る

事
業
の
強
化

を
図
り
、
対

応
し
て
い
く
。

総
務
部
長

地
域
支
援
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
、

市
内
２
ヵ
所
の
安
全
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
職
員
、
委
託
警
備
員

に
よ
る
積
極
的
な
注
意
、
啓

発
を
行
っ
て
い
く
つ
も
り
で

あ
る
。

議
員

相
変
わ
ら
ず
子
ど
も

に
対
す
る
理
不
尽
な
犯
罪
が

多
発
し
て
い
る
が
、
建
築
物

や
住
民
、
建
築
主
に
対
し
て
、

漓
マ
ン
シ
ョ
ン
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
、
建
物
構

造
が
絡
む
事
件
を
防
止
す
る

た
め
の
安
全
対
策
等
指
導
は

行
っ
て
い
る
か
。
滷
少
年
に

よ
る
犯
罪
が
増
え
て
き
て
い

る
が
、
犯
罪
防
止
に
対
す
る

啓
発
活
動
、
指
導
の
状
況
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
務
部
長

市
職
員
に
よ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
警
備
の
強

化
、
少
年
に
対
し
声
か
け
等

を
行
っ
て
い
る
。

都
市
整
備
部
長

防
犯
マ
ン

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

教
育
部
長

死
生
観
に
つ
い

て
は
慎
重
に
取
り
組
む
。

議
員

自
転
車
は
道
路
交
通

法
上
車
両
で
あ
り
、
歩
道
の

走
行
、
無
灯
火
、
信
号
無
視

等
は
法
律
違
反
で
あ
る
が
、

法
律
違
反
者
か
ら
歩
行
者
等

の
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め

に
、
今
ま
で
ど
お
り
の
施
策

で
は
不
十
分
で
あ
り
、
注
意

や
警
告
と
い
っ
た
一
歩
進
ん

病
児
・
病
後
児
保
育

水
害
時�
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有
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ト
コ
バ
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の
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改
善
策�

子
ど
も
条
例�

　
子
ど
も
基
金�

自
転
車
の�

　
交
通
マ
ナ
ー
向
上
を�

召
田
　
厚
　

議
員�

る
が
、
市
民
が
求

め
て
い
る
の
は
、

民
営
化
で
は
な
く
、

よ
り
質
の
高
い
保

育
で
あ
る
。
民
営

化
は
行
う
べ
き
で

は
な
い
の
で
は
。

福
祉
部
長

民
間

の
保
育
園
と
公
立

の
保
育
園
で
は
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
の

質
に
差
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
運
営
費
に
大

き
な
差
が
あ
る
の
で
、
保
護

者
の
理
解
・
協
力
を
得
て
進

め
て
い
き
た
い
。

議
員

平
成
１２
年
度
以
来
値

上
げ
し
て
い
な
い
こ
と
を
理

由
に
、
２０
年
度
下
水
道
料
金

の
値
上
げ
を
実
施
と
あ
る
が
、

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
。
一
般
会
計
か
ら
の

繰
出
金
も
あ
る
が
、
本
市
の

財
政
力
か
ら
見
れ
ば
問
題
に

な
る
額
で
は
な
い
の
で
、
値

上
げ
は
見
送
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

都
市
整
備
部
長

本
市
の
下

水
道
料
金
は
他
市
と
比
べ
て
、

大
変
安
い
こ
と
、
一
般
財
源

か
ら
の
繰
出
金
が
大
き
い
こ

と
な
ど
下
水
道
事
業
の
健
全

経
営
を
目
指
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

議
員

国
民
健
康
保
険
税
の

値
上
げ
を
１９
年
度
実
施
と
あ

る
が
、
市
民
の
所
得
が
伸
び

悩
み
、
定
率
減
税
廃
止
で
税

負
担
が
増
え
て
い
る
中
で
の

国
保
税
増
税
は
問
題
で
は
な

い
か
。

福
祉
部
長

国
保
会
計
は
危

機
的
状
況
に
あ
り
、
平
成
１６

年
度
の
そ
の
他
一
般
会
計
繰

入
金
は
約
１２
億
円
を
受
け
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
何
と
か

改
善
し
た
い
。

議
員

確
か
に
大
き
な
繰
入

金
は
あ
る
が
、
本
市
の
財
政

力
は
埼
玉
一
で
他
市
と
の
比

較
で
も
ダ
ン
ト
ツ
で
あ
り
、

自
治
体
の
財
政
状
況
か
ら
見

れ
ば
問
題
で
は
な
い
の
で
は
。

福
祉
部
長

国
保
財
政
の
健

全
化
と
安
定
化
を
図
る
た
め
、

税
率
の
適
正
化
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

議
員

経
営
改
革
プ
ラ
ン
で

公
立
保
育
園
の
２２
年
度
民
営

化
実
施
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

議
員

市
の
出
資
法
人
は
実

質
的
に
市
の
役
割
の
一
部
を

担
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

制
度
上
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
は
十
分
に
は
及
ば
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

質
問
し
、
議
会
と
し
て
市
民

へ
の
責
任
を
果
た
し
た
い
と

考
え
る
。

漓
土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て

予
算
を
大
幅
に
上
回
る
実
績

を
残
し
た
が
そ
の
要
因
は
。

滷
公
園
緑
地
公
社
に
つ
い
て

駐
車
場
の
有
料
化
に
伴
う
財

源
の
充
実
を
繰
越
金
に
せ
ず
、

市
か
ら
の
補
助
金
の
停
止
や

事
業
の
拡
大
に
生
か
せ
な
い

か
。

澆
文
化
体
育
振
興
事
業
団
に

つ
い
て
共
催
事
業
の
拡
大
は

で
き
な
い
か
。

総
務
部
長
・
都
市
整
備
部
長

漓
積
極
的
に
市
が
買
い
取
り

を
進
め
た
結
果
で
あ
る
。
滷

取
り
組
ん
で
い
く
。
澆
検
討

し
て
い
く
。

議
員

本
市
は
国
際
理
解
教

育
の
先
駆
者
で
あ
る
。
日
本

の
文
化
や
歴
史
を
教
え
る
こ

と
こ
そ
が
国
際
人
へ

の
第
一
歩
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

教
育
長

同
感
で
あ

り
、
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
。

議
員

福
岡
県
春
日

市
で
は
、
放
課
後
留

守
家
庭
保
育
室
の
運

営
を
保
護
者
で
組
織

病
児
・
病
後
児
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運
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子
ど
も
条
例�

　
子
ど
も
基
金�

市
出
資
団
体
の�

予
算
・
決
算
の
チ
ェ
ッ
ク
は�

遠
藤
　
英
樹
　

議
員�

し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
行
っ
て
い
る
。

保
護
者
等
の
自
立
し
た
運
営

が
良
好
な
児
童
の
放
課
後
の

環
境
を
生
み
出
し
て
い
る
。

本
市
で
も
学
童
ク
ラ
ブ
の
活

動
を
活
性
化
す
る
な
ど
の
方

法
に
よ
っ
て
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
導
入
で
き
な
い
か
。

福
祉
部
長

ま
だ
春
日
市
と

は
現
状
に
開
き
が
あ
る
と
考

え
る
の
で
、
今
後
、
関
連
団

体
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

介護保険料�
　　負担を軽くできないか�

農地　震災時に借用�

�
　　大型トラック対策�

公立保育園の�
　　　　　民営化�

緑地の保全　緑化の推進�

災害時要援護者�
　避難支援プラン�

�
　子どもの居場所づくり�

交通指導員�
　　　　　　安全対策を�

�
　　　　　　　建築問題�

�
　生活習慣病予防検診�

地域標識整備�

望月　久晴　議員�

公立保育園の�
　　　　　民営化は必要か�

国
保
税
値
上
げ
見
直
し
を

国
際
理
解
教
育
の
本
質

を
問
う

子
ど
も
に
対
す
る
犯
罪

防
止
を

の
工
業
地
域

が
あ
り
、
こ

こ
は
幹
線
道

路
（
国
道
）

が
通
る
地
区

で
も
あ
る
が
、

お
互
い
を
接

続
す
る
大
型

自
動
車
が
安

全
に
通
行
で

き
る
道
路
が

ほ
と
ん
ど
な

く
、
そ
の
多

く
の
車
両
が
、

住
宅
地
内
を
通
過
す
る
こ
と

に
な
り
、大
変
危
険
で
あ
る
。

当
該
地
区
か
ら
国
道
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
を
早
急
に
整

備
す
べ
き
だ
が
、
完
成
す
る

ま
で
の
間
、「
笹
目
中
前
」交

差
点
か
ら
、
新
大
宮
バ
イ
パ

ス
へ
抜
け
る
道
路
は
、
中
で

も
最
も
危
険
な
の
で
、
で
き

る
限
り
の
安
全
対
策
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長

現
在
、
土

地
区
画
整
理
事
業
と
と
も
に

進
め
て
い
る
都
市
計
画
道
路

の
完
成
に
よ
り
、
大
型
自
動

車
の
生
活
道
路
へ
の
地
域
内

流
入
防
止
が
図
れ
る
た
め
、

早
期
実
現
に
鋭
意
努
力
す
る

と
同
時
に
、
現
在
大
型
自
動

車
の
通
行
量
の
多
い
当
該
生

活
道
路
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
要
望
を
踏
ま
え
、
交
通
管

理
者
や
関
係
部
署
と
も
協
議

し
、
大
型
車
通
行
規
制
の
可

否
を
含
め
、
交
通
安
全
対
策

を
検
討
す
る
。

議
員

本
市
で
は
全
職
員
が

Ｖ
Ｄ
Ｔ
作
業
の
従
事
者
で
あ

る
。
健
康
管
理
の
た
め
、
適

度
な
業
務
量
の
管
理
と
、
事

務
所
衛
生
基
準
規
則
で
定
め

ら
れ
た
「
換
気
・
温
度
及
び

湿
度
」
の
管
理
で
示
さ
れ
て

い
る
基
準
に
対
し
、
満
た
さ

れ
て
い
な
い
場
所
が
あ
る
。

今
後
徹
底
し
た
調
査
を
し
、

一
日
も
早
い
改
善
を
望
む
。

総
務
部
長

Ｖ
Ｄ
Ｔ
作
業
に

関
し
て
は
、
労
働
衛
生
管
理

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
し
周
知
を
し
て
い
る
が
、

実
施
結
果
の
把
握
な
ど
、
課

題
解
決
に
向
け
努
力
す
る
。

ま
た
室
温
の
管
理
等
は
、
全

体
を
細
部
に
わ
た
り
測
定
し
、

快
適
な
職
場
環
境
に
改
善
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
。

議
員

笹
目
北
町
・
美
女
木

東
等
に
わ
た
り
、
市
内
最
大

介護保険料�
　　負担を軽くできないか�

農地　震災時に借用�

�
　　大型トラック対策�

公立保育園の�
　　　　　民営化�

緑地の保全　緑化の推進�

災害時要援護者�
　避難支援プラン�

�
　子どもの居場所づくり�

交通指導員�
　　　　　　安全対策を�

�
　　　　　　　建築問題�

�
　生活習慣病予防検診�

地域標識整備�

浅井　隆夫　議員�

工業地域周辺の�
　　大型トラック対策を�

職
員
の
Ｖ
Ｄ
Ｔ
作
業
と

職
場
環
境
の
改
善
を

▲学童保育室で宿題をする子どもたち

▲よく見てから通ろうね

学
童
の
保
護
者
、

地
域
に
よ
る
運

営
の
可
能
性
は

▲質の高い保育でみんな元気に
下
水
道
料
金
値
上
げ
中
止
を

▲大型トラックの通行に規制を
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